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１．１．１．１．はじめにはじめにはじめにはじめに

　コンクリート構造物の劣化はセメント系材料の欠陥により劣化因子が侵入して起こる可能性が高い。その欠

陥を引き起こす一つの要因として乾燥収縮が挙げられ、乾燥収縮による影響は地上にあるほとんどのコンクリ

ート構造物では避けられないものである。また、乾燥収縮のデータは２０℃の環境下が多いが、低温環境下で

のデータは少ない。そこで、本研究では１０℃の温度環境下でのモルタルの乾燥収縮挙動を実験的に検討する

ために、水セメント比を変化させた。

２．実験概要２．実験概要２．実験概要２．実験概要

２．１　使用材料および配合

　セメントは普通ポルトランドセメント（密度：

3.16g/cm3)、細骨材には鵡川産川砂（密度：2.70g/cm3)

を使用している。目標スランプフロー値を得るために

ポリカルボン酸系の高性能ＡＥ減水剤(SP)を適量使用

している。本研究で使用したモルタルの配合を表１，

２，３に示す。本研究では単位水量一定、単位セメン

ト量一定、単位細骨材量一定の３種類の配合シリーズ

を設定し、水セメント比をそれぞれ変化させている。

２．２　供試体並びに測定方法

　図１に供試体の概略図を示す。この図に示されるよ

うに、乾燥収縮測定用に100×100×400mmの供試体を

使用している。供試体は打設直後に封緘し、１０ ℃に

一定に保たれている恒温恒湿槽で１週間養生した後

に、脱型を行い、温度１０℃、相対湿度５７±５%の

雰囲気中に設置した。測定法は｢JIS A 1129｣に準拠し

て、コンタクトゲージを使用して乾燥期間１７５日

（材齢１８２日）まで測定している。
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　　　　　　　図１　供試体の概略図
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　　表１　モルタルの配合（単位水量一定）

　　表２　モルタルの配合（単位セメント量一定）

　　表３　モルタルの配合（単位細骨材量一定）
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３．実験結果と考察３．実験結果と考察３．実験結果と考察３．実験結果と考察

　図２に単位水量一定で水セメント比を変化さ

せた場合の乾燥収縮ひずみを比較した図を示

す。この図に示されるように、水セメント比が

低いほど、乾燥収縮ひずみが大きくなる傾向が

見られた。一般的にいわれている水セメント比

が大きいほど乾燥収縮量が大きくなる傾向が見

受けられなかった。

　図３に単位セメント量一定で水セメント比を

変化させた場合の乾燥収縮ひずみを比較した図

を示す。この図に示されるように、水セメント

比が高いほど、乾燥収縮ひずみが大きくなる傾

向が見られ、一般的にいわれている傾向が見受

けられた。

　図４に単位細骨材を一定で水セメント比を変

化させた場合の乾燥収縮ひずみを比較した図を

示す。この図に示されるように、水セメント比

によって多少のひずみの差はあるが、図２，３

に比べるとほとんどひずみの差がなく、単位水

量が大きいほど乾燥収縮量が大きいというよう

な傾向が見受けられなかった。

　以上のことより、一般的にいわれている水セ

メント比が高い場合や単位水量が大きい場合

に、必ずしも乾燥収縮ひずみが大きくなるとい

うわけではなく、配合の条件によって水セメン

ト比の影響が大きく異なる。

４．まとめ４．まとめ４．まとめ４．まとめ

　本研究で得られた知見を以下に示す。ただ

し、雰囲気の温度が１０℃の場合である。

（１）配合の条件下によって、水セメント比に

よる影響が異なる。

（２）単位水量一定下の配合では水セメント比

が低いほど、乾燥収縮ひずみが大きい傾向が見

られる。

（３）単位セメント量一定下の配合では水セメ

ント比が大きいほど、乾燥収縮ひずみが大きい傾向が見られる。

（４）単位細骨材量一定下の配合では水セメント比の影響がほとんど見られない。
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図２　単位水量一定の場合の乾燥収縮の比較

図４　単位細骨材量一定の場合の乾燥収縮の比較

図３　単位セメント量一定の場合の乾燥収縮の比較
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